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ご注意 
 

本資料は大阪市立大学および同大学院における講義に使用するため本
学学生向けに作成された教材です。また、担当教員の講義を前提とし、
講義や議論を進める上での補足資料として学生の理解を促進する目的
で便宜的に構成されています。そのため本資料には講義内容や表題の
トピックがすべて網羅されているわけではありません。また、本資料
には事実ではなく仮説として設定された内容が含まれています。した
がって本資料は上記以外の目的や用途で使用しないよう厳重にご注意
ください。 
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問題意識 

 

 

宮川ゼミで成長するためにはどのようなもの
が必要なのか？ 
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ピラミッドストラクチャー 
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メインメッセージ 

キーメッセージ キーメッセージ キーメッセージ 

結論のメッセージを頂上に置き、それをサポートする 
メッセージを順次下部に配置していく構造 
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ピラミッドストラクチャー作成の手順 

STEP1 イシューの特定 

STEP2 論理の枠組みの決定 

STEP3  メッセージの抽出 

STEP4 論理構造のチェック 
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STEP1  イシューの特定 
 

 

イシュー 「宮川ゼミで成長するために必要   

     なことは？」 

 

成長の定義 

今まで出来なかったことができるようになる 
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STEP2  論理の枠組みの決定 
 

 

論理の枠組み 

→キーメッセージを抽出するための問い 

 

Ex） 3C(市場・競合・自社) 

       4P(製品・価格・流通・プロモーション) 
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ゼミの活動(成長の機会) 

• 日経レポート 

• 合同ゼミ       

• 輪講 

• IRC 

• 機能別班 

• ストックリーグ 

• 三商大 

 

 

• CORE論文 

• プレゼン大会 

• ディベート大会 

• 企業分析 
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ゼミ活動における具体的な行動 
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プレゼン 
ディスカッション 

IRCなどへの参加 

先生に質問・相談 

論文・レポートの執筆 

プレゼンの準備 
自学での知識習得 
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使用する枠組み 

ＭＥＣＥを使った行動のグルーピング 
 

・本ゼミで成長するために必要なこと 

・サブゼミで成長するために必要なこと 

・個人の時間で成長するために必要なこと 
 

 

※ＭＥＣＥとは 

「モレなくダブりなく」という意味 
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使用する枠組み 
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宮川ゼミ 

 個人 サブゼミ 本ゼミ 

ディス
カッ
ション 

プレゼ
ン 

論文・レ
ポート
の執筆 

プレゼ
ンの準
備 

自主学
習での
知識の
獲得 

先生に
質問 
相談 

IRCな
どへの
参加 
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 メッセージの抽出 
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SO 

WHAT？ 

グルーピングした情報から解釈を引き出していく 
メッセージは「情報から言えること」 



本ゼミにおいて必要なこと 
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本ゼミ 
・ディスカッション 
・プレゼン 

積極的な 
 意見交換 



サブゼミにおいて必要なこと 
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サブゼミ 
・論文、レポートの執筆 
・プレゼンの準備 

考えの 
  具現化 



個人において必要なこと 
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個人 
・先生に質問 
・知識の獲得 
・IRCなどへの参加 

探究心を持って 
 行動に移すこと 
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  上位のメッセージの決定 
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探究心を持って行
動すること 

考えの具現化 積極的な意見交換 

ディス
カッショ

ン 

プレゼ
ン 

論文・レ
ポート
の執筆 

プレゼ
ンの準
備 

自主学
習での
知識の
獲得 

先生へ
質問 
相談 

IRCな
どへの
参加 
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  上位のメッセージの決定 
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宮川ゼミを活用し
尽くすこと 

探究心を持って行
動すること 

考えの具現化 積極的な意見交換 

ディス
カッショ

ン 

プレゼ
ン 

論文・レ
ポート
の執筆 

プレゼ
ンの準
備 

自主学
習での
知識の
獲得 

先生へ
質問 
相談 

IRCな
どへの
参加 
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論理構造をチェック 
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抽出されたメッセージが下の階層の 
情報のみから導かれているのかチェックする 
 

WHY？ 

TRUE？ 
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メインメッセージのチェック 
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宮川ゼミを 
活用し尽くすこと 

探究心を持って 
行動する 

考えの具現化 積極的な意見
交換 

WHY？ 

TRUE？ 

宮川ゼミで成長するた
めに必要なことは？ 

宮川ゼミには、成長できる機会が 
あらゆるところにたくさんある 
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本ゼミにおいてのチェック 

     

23 

宮川ゼミを活用し尽くすこと 

積極的な意見交換 

ディスカッション プレゼン 

WHY？ 

TRUE？ 

自分の意見と他人の意見を聞いて
新たな着想を得る場 
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サブゼミにおいてのチェック 
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宮川ゼミを活用し尽くすこと 

考えの具現化 

論文・レポート
の執筆 

プレゼンの 
準備 

WHY？ 

TRUE？ 

個々の考えを出して、一つのものを
作り上げる場 
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個人においてのチェック 
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宮川ゼミを活用し尽くすこと 

探究心を持って行動する 

自主学習での
知識の獲得 

先生の個人
的に質問 

IRCなどへの
参加 

WHY？ 

TRUE？ 

時間の使い方が各自に任されている場 
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まとめ 
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宮川ゼミを活用し尽
くすこと 

探究心を持って行動する 考えの具現化 積極的な意見交換 

ディス
カッ
ション 

プレゼ
ン 

論文・レ
ポート
の執筆 

プレゼ
ンの準
備 

自主学
習での
知識の
獲得 

先生へ
質問 
相談 

IRCな
どへの
参加 

宮川ゼミで成長するた
めに必要なことは？ 


